
　
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
い
つ
も
お
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ぼ
く
が
、
一
年
生
の
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
出
身
地
の
事
や
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
事

を
面
白
く
話
し
て
く
れ
た
り
、
た
ま
に
ぼ

く
の
悩
み
な
ど
を
聞
い
て
く
れ
た
り
し
ま

す
。

　
ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
お
か
げ
で
悩
み
を
解
決
で
き
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
二

人
と
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
こ
ん
な
毎
日
楽
し
く
話
を
し

て
く
れ
る
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
と
て
も
大
好
き
で
す
。

ぼ
く
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番
　
わ
た
な
べ
　
ひ
ろ
き
　 

さ
ん

郷土資料館☎ 971・8228

　
今
回
は
箱
根
山
の
西
麓
、
大
場
川

の
左
岸
に
位
置
す
る
谷
田
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
「
谷
田
」
の
地
名
は
、「
矢
田
」
と

い
う
表
記
で
鎌
倉
時
代
以
降
の
古
文

書
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
現
在
の
谷
田
・
柳や

な
ぎ
ご
う
ち

郷
地
・

錦
が
丘
・
松
が
丘
・
竹
倉
に
当
た
る

地
域
が
「
谷
田
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、

そ
の
中
に
谷
田
・
棗な

つ
め
ぎ木

（
夏
梅
木
）・

小
山
・
御
門
・
竹
倉
の
五
つ
の
集
落

が
形
成
さ
れ
、「
谷
田
五ご

か箇
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
で
は
、

旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
生
活
を
営

ん
で
お
り
、
各
時
代
の
人
々
の
足
跡

を
示
す
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

錦
が
丘
団
地
北
西
に
位
置
す
る
夏

梅
木
古
墳
公
園
は
、「
夏
梅
木
古
墳

群
」
と
い
う
遺
跡
の
一
部
を
公
園
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。
一
帯
に

は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
も
の
も
含
め
、
二
十
余

基
か
ら
構
成
さ
れ
る
古
墳
群
が
あ
っ

楽寿園内の郷土資料館では、企画展「三島を襲った災害と復興」
を令和３年２月 28 日㈰まで、開催中！

No.393

地
域
の
歴
史 

谷
田

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二

～
三
年
に
そ
の
う
ち
の
円
墳
八
基
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
六
世
紀
末
～

七
世
紀
前
半
（
古
墳
時
代
後
期
～
終

末
期
）
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

前
面
に
広
が
る
肥
沃
な
湿
地
を
経
済

基
盤
と
す
る
複
数
の
集
団
が
、
墓
域

と
し
て
利
用
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。

　

公
園
内
に
は
、
第
六
号
墳
を
新
た

な
石
材
を
補
っ
て
復
元
し
て
い
ま

す
。
調
査
時
に
は
、
墳
丘
の
ご
く
一

部
と
横
穴
式
石
室
（
墳
丘
側
面
か

ら
出
入
り
可
能
な
石
室
）・
石
棺
、

羨せ
ん
ど
う道

・
墓
道
（
棺
を
納
め
る
空
間
ま

で
の
通
路
）
と
周し

ゅ
う
こ
う溝（
墳
丘
を
囲
む

溝
）
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
周
溝
の

規
模
・
形
状
か
ら
し
て
直
径
約
十
一

ｍ
の
円
墳
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

石
棺
の
内
部
お
よ
び
石
室
内
か
ら

は
、
耳
飾
り
が
二
セ
ッ
ト
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
、

二
人
の
被ひ

そ
う
し
ゃ

葬
者
の
存
在
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
つ

ま
り
は
追

葬
と
い
う
、

先
に
葬
ら

れ
た
一
体

を
動
か
し

て
ス
ペ
ー
ス

を
あ
け
、
二

人
目
を
安
置

す
る
行
為
が

あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ

ま
す
。

石
棺
東
側

か
ら
は
須す

え

き
恵
器
の
提て

い
へ
い瓶

（
液
体
用
の

容
器
）
と
台
付
の
碗わ

ん

が
出
土
し
て
お

り
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
期

に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
二

つ
の
資
料
が
主
な
根
拠
と
な
り
、
第

六
号
墳
は
六
世
紀
末
に
築
造
さ
れ
、

七
世
紀
前
半
ま
で
追
葬
も
し
く
は
祭

祀
が
行
わ
れ
た
円
墳
で
あ
る
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
円
墳
か
ら
は
そ
の
他
に
も
、

馬
具
や
飾か

ざ
り
た
ち

大
刀
・
鉄て

つ
ぞ
く鏃
（
矢
の
先
端

部
）
と
い
っ
た
武
器
類
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
鏃
は
基
本
的
に
男
性
の
み

に
副
葬
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

二
人
の
被
葬
者
の
う
ち
、
少
な
く
と

も
一
人
は
男
性
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
第
六
号
墳
の
出
土
遺
物
は
郷
土

資
料
館
三
階
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
に
な
り
、

千
四
百
年
前
の
先
人
た
ち
が
葬
ら
れ

た
景
観
に
想
像
を
巡
ら
せ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

▲発掘された第6号墳

▲復元された第6号墳

図
書
館
・
図
書
館
中
郷
分
館

富
士
山
の
日
記
念
展
示

時
１
月
30
日
㈯
～
２
月
25
日
㈭（
休
館
日

を
除
く
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
日
祝
日
お
よ
び
児
童
コ
ー
ナ
ー
は
午

後
５
時
ま
で

場
図
書
館
、
図
書
館
中
郷
分
館

問
図
書
館
☎
９
８
３・０
８
８
０

問
図
書
館
中
郷
分
館
☎
９
８
２・５
１
０
２

富
士
山
い
た
だ
き
マ
ル
シ
ェ
※
入
園
無
料

時
２
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
楽
寿
園

内
ク
ラ
フ
ト
雑
貨
や
食
べ
物
の
お
店
が
多

数
出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト

問
楽
寿
園
☎
９
７
５・２
５
７
０

問
富
士
山
い
た
だ
き
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員

会
・
高
木
さ
ん

　
☎
０
９
０・２
９
４
６・２
６
８
０

�

郷
土
教
室�

「
遊
ん
で
学
ぼ
う
富
士
山
デ
―
」

時
２
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
郷
土
資
料
館（
楽
寿
園
内
※
入
園
無
料
）

内
富
士
山
の
溶
岩
を
観
察
し
て
み
よ
う
！

問
郷
土
資
料
館
☎
９
７
１・８
２
２
８

富
士
山
エ
コ
バ
ッ
グ
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お
う
！

時
２
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
児
童
セ
ン
タ
ー

内
富
士
山
エ
コ
バ
ッ
グ
の
作
成

対
児
童
セ
ン
タ
ー
来
館
者

定
20
セ
ッ
ト
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

問
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
９
８
３・０
８
９
０

【
代
替
イ
ベ
ン
ト
】
第
２
回
大
岡
信
さ
ん
お

誕
生
月
の
催
し
　
つ
な
げ
る
し
⇄
つ
な
が

る
し
　「
こ
と
ば
リ
レ
ー
」
記
録
集
配
布

　

２
月
23
日
（
火
・
祝
）
に
市
民
文
化
会

館
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
2
回
大

岡
信
さ
ん
お
誕
生
月
の
催
し
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
代
替
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
を
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
に
三
島
市
民
が
つ
な
い
だ

「
こ
と
ば
リ
レ
ー
」
記
録
集
の
配
布
に
変

更
し
ま
す
。

配
布
方
法　
「
こ
と
ば
リ
レ
ー
」
参
加
者
に

は
記
録
集
を
送
付
、
そ
の
他
希
望
者
は

２
月
25
日
㈭
か
ら
文
化
振
興
課
で
配
布

配
布
部
数
　
50
部(

先
着
順)

問
文
化
振
興
課
☎
９
８
３
・
２
７
５
６

環
境
講
演
会
「
富
士
山
の
恵
み
と
三
島
」

時
２
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
講
義
室

内
富
士
山
由
来
の
町
名
、湧
水
（
小
浜
池
、

鏡
池
な
ど
）、
三
島
富
士
登
山
道
、
富

士
山
信
仰
に
つ
い
て
の
話

講
増
島
淳
さ
ん（
静
岡
県
地
学
会
東
部
支
部
）

定
75
人
※
応
募
者
多
数
時
抽
選

申
・
問
２
月
12
日
㈮
ま
で
に
環
境
政
策

課
☎
９
８
３・
２
６
４
７
、
*kanky

ou@
city.m

ishim
a.shizuoka.jp

※
駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

箱
根
の
里
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
投
映

時
２
月
23
日
（
火
・
祝
）

場
箱
根
の
里

全
３
回
投
映
（
各
回
20
人・30
分
程
度
）

　
①
午
前
10
時
30
分
②
正
午
▼
③
午
後
１

時
30
分

対
市
内
在
住
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
防
寒
着
、
室
内
履
き

申
・
問
２
月
21
日
㈰
ま
で
に
電
子
申

請
ま
た
は
電
話
で
、
箱
根
の
里
☎

９
８
５・２
１
３
１
QR

～
正
午
）、
*m

fguide@
m
ishim

a-
guide.sakura.ne.jp

※
雨
天
中
止
・
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
の
上

ご
参
加
下
さ
い

２月 23 日は「富士山の日」です。三島の豊かな自然や風土は富
士山の恩恵を受けています。イベントへの参加を通じて、市民の
心のよりどころ富士山について思いをはせてみませんか。
富士山の日について…文化振興課☎ 983・2756

２月 ２３ 日（火・祝）は

富  士  山  の  日
【�楽寿園入園無料�】
２月 23 日（火・祝）午前９時～午後４時 30 分（最終入園午後４時）
問楽寿園☎ 975・2570

QR と記載の記事は、このＱＲコードからも申込みできます（電子申請）。
詳しくは、市ホームページ（https://www.city.mishima.shizuoka.jp/shinsei.html）

～
湧
水
を
探
し
な
が
ら
富
士
山
を
眺
め
ま

せ
ん
か
～

時
2
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
前
９
時
～
正
午

集
合　
午
前
8
時
30
分

内
清
住
緑
地
公
園
の
丸
池
と
中
郷
温
水
池
を

中
心
に
、
富
士
山
眺
望
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る

コ
ー
ス　
三
石
神
社
（
集
合
）
→
加
屋
町

→
清
住
緑
地
・
丸
池
→
中
郷
温
水
池
→

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
屋
上
→
三
島
田
町

駅
（
解
散
）

定
50
人
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
・
問
2
月
15
日
㈪
午
後
5
時
ま
で
に

商
工
観
光
課
☎
９
８
３・
２
６
５
６

℻
９
８
３・
２
７
５
４
ま
た
は
三
島

市
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会　

☎
・
℻

９
８
１・
７
０
５
７
（
平
日
午
前
10
時

2223 広報みしま ２０２1．２．1 ２０２1．２．1 広報みしま


